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   Ｂ４１Ｊ   2/21     (2006.01)
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   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ｘ
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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月10日(2014.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像記録装置に接続可能であり、印刷用画像データの画像処理装置であって、
　第一色空間で表現された画像データを、前記画像記録装置で使用される色材の第二色空
間で表現された画像データに変換する色変換部と、
　前記色変換部で変換された画像データを、前記色材を吐出する前記画像記録装置の各ノ
ズルの特性に基づいて補正するノズル特性補正部とを有し、
　前記第一色空間の各色の濃度階調値を前記第二色空間の各色の濃度階調値に対応付けた
テーブルであって、前記第二色空間の濃度階調値が取り得る最大値よりも小さい値が、前
記第二色空間の濃度階調値の最大となるように、前記対応付けがなされている色変換テー
ブルに従って、前記色変換部は前記変換処理を行う
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記ノズル特性補正部によって補正された画像データに基づいて前記画像記録装置に印
刷を指示する際に、同じデータ値に対して前記ノズルから吐出される前記色材の量が、前
記第二色空間の濃度階調値が取り得る最大値が前記第二色空間の濃度階調値の最大となる
ように前記対応付けがなされている色変換テーブルに従って処理された場合よりも、増加
される
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記画像記録装置は、複数のヘッドユニットを有するラインヘッドを有し、隣接する前
記ヘッドユニット間においてラスター方向に一部の前記ノズルが重複するように配置され
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ており、
　前記ノズル特性補正部は、異なる前記ヘッドユニットに属し前記重複するノズルも含め
て補正をする
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　印刷用画像データの画像処理方法であって、
　第一色空間で表現された画像データを、印刷時に使用される色材の第二色空間で表現さ
れた画像データに変換する色変換工程と、
　前記色変換工程で変換された画像データを、前記色材を吐出する各ノズルの特性に基づ
いて補正するノズル特性補正工程とを有し、
　前記第一色空間の各色の濃度階調値を前記第二色空間の各色の濃度階調値に対応付けた
テーブルであって、前記第二色空間の濃度階調値が取り得る最大値よりも小さい値が、前
記第二色空間の濃度階調値の最大となるように、前記対応付けがなされている色変換テー
ブルに従って、前記色変換工程における前記変換処理が行われる
　ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記ノズル特性補正工程によって補正された画像データに基づいて印刷する工程を含み
、
　前記印刷する工程において、同じデータ値に対して前記ノズルから吐出される前記色材
の量が、前記第二色空間の濃度階調値が取り得る最大値が前記第二色空間の濃度階調値の
最大となるように前記対応付けがなされている色変換テーブルに従って処理された場合よ
りも、増加する
　ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　請求項４または５において、
　前記印刷する工程で印刷を行う画像記録装置は、複数のヘッドユニットを有するライン
ヘッドを有し、隣接する前記ヘッドユニット間においてラスター方向に一部の前記ノズル
が重複するように配置されており、
　前記ノズル特性補正工程において、異なる前記ヘッドユニットに属し前記重複するノズ
ルも含めて補正をする
　ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　印刷用画像データの画像処理をコンピューターに実行させる画像処理プログラムであっ
て、
　第一色空間で表現された画像データを、印刷時に使用される色材の第二色空間で表現さ
れた画像データに変換する色変換工程と、
　前記色変換工程で変換された画像データを、前記色材を吐出する各ノズルの特性に基づ
いて補正するノズル特性補正工程とを前記コンピューターに実行させ、
　前記第一色空間の各色の濃度階調値を前記第二色空間の各色の濃度階調値に対応付けた
テーブルであって、前記第二色空間の濃度階調値が取り得る最大値よりも小さい値が、前
記第二色空間の濃度階調値の最大となるように、前記対応付けがなされている色変換テー
ブルに従って、前記色変換工程における前記変換処理が行われる
　ことを特徴とする画像処理プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
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　更に、上記発明において、好ましい態様は、前記ノズル特性補正部によって補正された
画像データに基づいて前記画像記録装置に印刷を指示する際に、同じデータ値に対して前
記ノズルから吐出される前記色材の量が、前記第二色空間の濃度階調値が取り得る最大値
が前記第二色空間の濃度階調値の最大となるように前記対応付けがなされている色変換テ
ーブルに従って処理された場合よりも、増加される、ことを特徴とする。
　更に、上記発明において、好ましい態様は、前記画像記録装置は、複数のヘッドユニッ
トを有するラインヘッドを有し、隣接する前記ヘッドユニット間においてラスター方向に
一部の前記ノズルが重複するように配置されており、前記ノズル特性補正部は、異なる前
記ヘッドユニットに属し前記重複するノズルも含めて補正をする、ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　更に、上記発明において、好ましい態様は、前記ノズル特性補正工程によって補正され
た画像データに基づいて印刷する工程を含み、前記印刷する工程において、同じデータ値
に対して前記ノズルから吐出される前記色材の量が、前記第二色空間の濃度階調値が取り
得る最大値が前記第二色空間の濃度階調値の最大となるように前記対応付けがなされてい
る色変換テーブルに従って処理された場合よりも、増加する、ことを特徴とする。
　更に、上記発明において、好ましい態様は、前記印刷する工程で印刷を行う画像記録装
置は、複数のヘッドユニットを有するラインヘッドを有し、隣接する前記ヘッドユニット
間においてラスター方向に一部の前記ノズルが重複するように配置されており、前記ノズ
ル特性補正工程において、異なる前記ヘッドユニットに属し前記重複するノズルも含めて
補正をする、ことを特徴とする。
　上記の目的を達成するために、本発明の更に別の側面は、印刷用画像データの画像処理
をコンピューターに実行させる画像処理プログラムが、第一色空間で表現された画像デー
タを、印刷時に使用される色材の第二色空間で表現された画像データに変換する色変換工
程と、前記色変換工程で変換された画像データを、前記色材を吐出する各ノズルの特性に
基づいて補正するノズル特性補正工程とを前記コンピューターに実行させ、前記第一色空
間の各色の濃度階調値を前記第二色空間の各色の濃度階調値に対応付けたテーブルであっ
て、前記第二色空間の濃度階調値が取り得る最大値よりも小さい値が、前記第二色空間の
濃度階調値の最大となるように、前記対応付けがなされている色変換テーブルに従って、
前記色変換工程における前記変換処理が行われる、ことである。
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